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開発の経緯を調べ，推進性能に関する問題点を明らかにし，第 2 章では 放電電流 1 0 k Aの準定常作




















本論文は，同軸電極型MP D (Magneto Plasma Dynamic) 推進機の性能改善を目的とし，推進
性能に及ぼす推進剤の種類と電極形状の効果に関する実験的研究をまとめたものである。
実験は直径1. 5m長さ 2.5 m の同筒型真空タンクを用いて，準定常作動 (1 0 k A x 1 m sec) の
もとに行われている。まず推進剤として，アンモニア等水素を含む比較的軽い分子ガス，アルゴン等の
不活性ガス，二酸化炭素等の比較的重い分子ガスにわたる 11種類のガスについて系統的な性能試験を行
った結果，推進性能はガスの分子量によって大きく左右され，水素を含む軽い分子ガスが広範な比推力
領域にわたって高性能を発揮する乙とを見出した。これは，軽い分子ガスではMPD推進機本来の電磁
加速以外に空気力学的加速が加わり，更に中性粒子とイオンとの衝突による凍結流効率の増加に基づ、く
ものであるという説明を与えている。ついで，電極形状の効果を検討し，ノズ、ル型陽極と短い陰極の組
合せによって，プラズ、マ流の高密度化を図ることができることを示し，電磁加速の理論効率に匹敵する
60%に達する推力効率を得ている口最後に， MPD推進機が宇宙船の姿勢制御用として利用計画されて
いる乙とにかんがみ，推進性能の面だけでなく，推進剤の液化貯蔵性・宇宙空間汚染度・コストの見地
からも各種ガスの評価を合わせ行っている。
以上本論文は，宇宙開発に伴ってその必要性が高まりつつあるMPD推進機の性能向上に少なからぬ
知見をうえるもので， r.学博士の学 (ft論文として価値あるものと認める。
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